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2026年度 福祉学部、マネジメント学部 

学校推薦型選抜・指定校推薦型選抜問題 
 

国語基礎問題 
2025年11月実施 

 

 

 

 

注 意 事 項 

１ 選抜開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見ないこと。 

２ 問題は 4 ～15ページである。 

３ 選抜中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた

場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。 

４ 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので，監督者の指示に従って，それぞれ正

しく記入し，マークしなさい。 

① 選抜番号欄 

必ず選抜番号（数字）を記入し，さらにその下のマーク欄にマークしなさい。 

② 氏名欄 

氏名及びフリガナを記入しなさい。 

５ 必要事項欄及びマーク欄に正しく記入・マークされていない場合は，採点できないこと

があるので注意すること。 

６ 解答は，解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば，   と表示のある問いに対し

て⑤と解答する場合は，次の(例)のように解答番号35の解答欄の ５ にマークしなさい。 
 
 

 

 

７ 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離さないこと。 

 

 

 

 

 

出 題 科 目 ページ 解答番号 

国語基礎問題（100点）  4 ～15  1 ～ 30  

解答番号 解  答  欄 

35 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  10 

35 

(例) 
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国
語
基
礎
問
題 

 
(

解
答
番
号 

 
 

～ 
 
 ) 

           

1 

30 
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次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
問
一 

次
の
ａ
～
ｅ
の
傍
線
部
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

～ 
 

 

。 

 

① 

ナ
ラ
ク
の
底
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

① 

マ
が
抜
け
る
。 

② 

ナ
ゴ
リ
の
雪
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 

ラ
イ
バ
ル
と
セ
ッ
サ
タ
ク
マ
す
る
。 

ａ 

セ
ツ
ナ
的
な
快
楽 

 
 

 
 
 
  

③ 

ナ
タ
ネ
梅
雨
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

ｂ 

マ
が
差
す 

 
 

 
 
 
 

③ 

他
国
と
の
貿
易
マ
サ
ツ
。 

④ 

不
平
を
ナ
ら
す
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

④ 

マ
ホ
ウ
を
使
う
。 

⑤ 

沖
縄
県
ナ
ハ
市
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

⑤ 

感
染
症
の
マ
シ
ン
を
予
防
す
る
。 

 
① 
ロ
ジ
裏
で
遊
ぶ
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

① 

新
幹
線
の
ハ
ン
ボ
ウ
期
。 

② 

ワ
イ
ロ
を
贈
る
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

② 

ハ
ン
旗
を
翻
す
。 

 

ｃ 

野
菜
の
ロ
ジ
栽
培 

 
 

 
 
 
 
  

③ 

ロ
ヘ
ン
談
話
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

ｄ 

ホ
掛
け
船
に
乗
る 

 
 
 

③ 
 

皇
室
典
パ
ン
。 

④ 

ロ
レ
ツ
が
回
ら
な
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

④ 

順
風
満
パ
ン
。 

⑤ 

石
炭
の
ロ
テ
ン
掘
り
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

⑤ 

雑
誌
を
ハ
ン
プ
す
る
。 

 

① 

和
戦
リ
ョ
ウ
ヨ
ウ
。 

② 

中
央
省
庁
の
カ
ン
リ
ョ
ウ
機
構
。 

 

ｅ 

自
宅
で
リ
ョ
ウ
ヨ
ウ
す
る 

 
 

③ 

メ
イ
リ
ョ
ウ
に
話
す
。 

④ 

社
員
リ
ョ
ウ
で
生
活
す
る
。 

⑤ 

歯
を
チ
リ
ョ
ウ
す
る
。 

   Ⅰ 

1 

5 

1 

2 

3 

4 

5 
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問
二 

次
の
ｆ
～
ｊ
の
語
句
の
読
み
方
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
各
群
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は
ｆ―

 
 

 

、
ｇ―

 
 

 

、
ｈ―

 
 

 

、
ｉ―

 
 
 

、
ｊ―

 
 
 

。 

 
ｆ 
濁
る 

 
 

① 

ア
セ 

 
 

 
 

② 

カ
エ
リ
ミ 

 
 

③ 

ハ
バ
カ 

 
 
 

④ 

ニ
ゴ 

 
 
 
 

 
 

⑤ 

サ
エ
ギ 

ｇ 
涙
腺 

 
 

① 

リ
ュ
ウ
セ
ン 

 

② 

ル
セ
ン 

 
 

 

③ 

ナ
ミ
ダ
セ
ン 
 

④ 

ロ
エ
イ 

 
 
 

 

⑤ 

ル
イ
セ
ン 

ｈ 

懐
く 

 
 

① 

マ
ブ
シ 

 
 

 

② 

ナ
ツ 

 
 
 

 

③ 

ト
ウ
ト 
 
 

 

④ 

ヨ
ロ
シ 

 
 
 

 

⑤ 

ツ
ブ
ヤ 

ｉ 

厄
介 

 
 

① 

セ
ッ
カ
イ 

 
 

② 

ゴ
カ
イ 

 
 

 

③ 

ヤ
ッ
カ
イ 

 
 

④ 

ケ
ン
カ
イ 

 
 

 

⑤ 

エ
キ
カ
イ 

 
 

ｊ 

罷
免 

 
 

① 
ノ
ウ
メ
ン 

 
 

② 

ヒ
メ
ン 

 
 
 

③ 

ニ
ン
メ
ン 

 
 

④ 

カ
メ
ン 

 
 

 
 

⑤ 

ヒ
カ
ン 

 

問
三 

次
の
ｋ
～
ｏ
の
意
味
が
示
す
四
字
熟
語
が
そ
れ
ぞ
れ
示
す
意
味
の
言
葉
と
な
る
よ
う
「
○
」
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
各
群
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ 

選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ｋ―

 
 

 
、
ｌ―

 
 

 

、
ｍ―

 
 
 

、
ｎ―

 
 
 

、
ｏ―

 
 
 

。 

 

ｋ 

内
○
外
患 

…

【
意
味
】
国
内
な
ど
の
内
部
の
心
配
事
と
、
外
国
な
ど
の
外
部
か
ら
攻
撃
や
圧
力
を
受
け
る
不
安
。 

① 

優 
 
 
 

 

② 

憂 
 
 
 
 

③ 
和 

 
 

 
 

④ 

難 
 
 
 

 

⑤ 

楽 

 
 

ｌ 

和
○
漢
才 

…

【
意
味
】
日
本
固
有
の
精
神
と
、
中
国
の
学
問
。
ま
た
、
そ
の
二
つ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

① 

心 
 

 
 
 

② 

頭 
 
 
 

 

③ 

洋 
 

 
 

 
④ 

気 
 

 
 
 

⑤ 

魂 

 
 

ｍ 

朝
三
○
四 

…

【
意
味
】
目
の
前
の
違
い
に
こ
だ
わ
っ
て
、
結
果
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
こ
と
。 

① 

暮 
 
 
 

 

② 

晩 
 
 
 
 

③ 

夜 
 
 

 
 

④ 
昼 

 
 
 

 

⑤ 

夕 

 
 

ｎ 

面
従
腹
○ 

…

【
意
味
】
相
手
に
服
従
す
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
心
の
中
で
は
従
わ
な
い
こ
と
。 

① 

足 
 
 
 

 

② 

手 
 
 
 
 

③ 

頭 
 
 

 
 

④ 

背 
 
 
 

 
⑤ 

耳 

 
 

ｏ 

○
言
飛
語
（
○
言
蜚
語
） 

…

【
意
味
】
根
拠
や
確
証
が
な
い
の
に
、
世
の
中
に
広
が
る
情
報
や
う
わ
さ
。 

 

① 

苦 
 
 

 
 

② 

過 
 
 
 

 

③ 

失 
 

 
 

 

④ 

伝 
 
 

 
 

⑤ 
流 

  

6 

8 

7 

9 

10 

11 

13 

12 

14 

15 
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問
四 

次
の
ｐ
～
ｔ
の
意
味
が
示
す
慣
用
句
や
故
事
成
語
を
、
後
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
用
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

解
答
番
号
は
ｐ―

 
 

 

、
ｑ―

 
 

 

、
ｒ―

 
 

 

、
ｓ―

 
 
 

、
ｔ―

 
 
 

。 

 
ｐ 
【
意
味
】
簡
単
に
は
消
せ
な
い
汚
名
を
受
け
る
。 

ｑ 
【
意
味
】
疑
い
を
招
く
よ
う
な
振
る
舞
い
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
戒
め
。 

ｒ 

【
意
味
】
元
気
が
な
く
て
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
様
子
。 

 
 

ｓ 

【
意
味
】
思
い
通
り
に
な
ら
ず
に
、
も
ど
か
し
い
こ
と
。
ま
た
、
回
り
く
ど
く
て
、
効
き
目
が
な
い
こ
と
。 

ｔ 

【
意
味
】
弾
力
の
あ
る
も
の
は
、
剛
直
な
も
の
よ
り
も
強
さ
や
耐
え
る
力
が
あ
る
。 

 ① 
 

虎
の
威
を
借
る
狐
（
き
つ
ね
） 

② 
 

飼
い
犬
に
手
を
か
ま
れ
る 

③ 
 

烙
印
（
ら
く
い
ん
）
を
押
さ
れ
る 

 
 

④ 
 

李
下
（
り
か
）
に
冠
を
正
さ
ず 

 

⑤ 
 

他
山
の
石 

⑥ 
 

青
菜
に
塩 

⑦ 
 

二
階
か
ら
目
薬 

⑧ 
 

太
鼓
判
を
押
す 

⑨ 
 

柳
に
雪
折
れ
な
し 

   
 

 

  

16 

18 

17 

19 

20 
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
一
九
五
六
年
に
学
問
と
し
て
の
人
工
知
能
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
と
き
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
直
接
、
人
工
知
能
批
判

を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
三
九
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
開
か
れ
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
「
数
学
の
哲
学
」
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
本
人
が
出
席
し

て
い
て
、
そ
こ
で
し
ば
し
ば
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
間
に
、
「
計
算
」
の
概
念
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
熱
い
論
戦
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。 

 

チ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
計
算
の
概
念
か
ら
は
、
人
間
が
ほ
ぼ
完
全
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
意
識
や
身
体
を
持
つ
人
間
が
そ
こ
に
い
な
く
と
も
、
明
示
さ
れ
た
規

則
に
統
制
さ
れ
た
記
号
操
作
は
、
そ
れ
自
体
が
計
算
で
あ
る

、
、
、
と
い
う
の
が
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
考
え
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
点
で
、
Ａ

チ
ュ
ー
リ
ン

グ
と
は
異
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
。 

 

哲
学
者
の
水
本
正
晴
は
著
書
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
vs.
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
』
の
な
か
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
講
義
に
お
け
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
の

や
り
取
り
を
再
構
成
し
な
が
ら
、
計
算
の
概
念
の
理
解
を
め
ぐ
る
二
人
の
対
立
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
水
本
は
、
た
だ
機
械
的
な
因
果
関
係
に
服
従
し
て
い
る
こ
と
と
、
み

ず
か
ら
「
規
則
に
従
う
」
こ
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
る
。
単
な
る
自
動
的
な
因
果
関
係
の
連
鎖
も
計
算
と
な
り
得
る
と
考
え
た
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
計
算
の
「
規
範
性
」
を
重
視
し
た
と
い
う
の
だ
。 

 

人
間
が
計
算
を
す
る
と
き
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
単
純
な
計
算
で
あ
っ
て
も
、
何
か
し
ら
の
意
図
と
目
的
を
持
っ
て
、
規
則
に
従
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え
ば
カ

ル
ダ
ー
ノ
や
ボ
ン
ベ
リ
が
、
計
算
の
結
果
と
し
て
虚
数
の
解
を
導
い
て
し
ま
っ
た
と
き
、
そ
の
意
味
を
問
い
、
結
果
の
正
し
さ
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
問
い
直
す
こ
と
も
で
き
た
。

だ
が
も
し
、
正
し
い
結
果
と
間
違
っ
た
結
果
の
区
別
す
ら
で
き
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
つ
ま
り
「
規
範
性
」
の
な
い
「
因
果
」
の
連
鎖
し
か
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
果
た
し

て
計
算
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
か
。 

計
算
し
て
い
る
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
見、
え
る
、
、
こ
と
と
、
計
算
し
て
い
る

、
、
、
、
こ
と
は
違
う
。
単
に
明
示
さ
れ
た
規
則
に
合
致
し
た
記
号
操
作
だ
け
で
は
、
計
算
と
呼
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う

し
た
議
論
は
、
つ
ま
ら
な
い
ａ

詭
弁
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
規
則
」
を
め
ぐ
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
徹
底
し
た
考
察
に
裏
付
け
ら
れ
た
議
論
は
、
や
が
て
人
工
知

能
研
究
が
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
困
難
を
、
あ
る
面
で
は
正
し
く
予
告
し
て
い
た
。 

ま
だ
六
〇
年
代
の
時
点
で
は
、
人
工
知
能
の
先
駆
者
た
ち
は
、
未
来
を
楽
観
的
に
予
測
し
て
い
た
。
一
九
六
七
年
に
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
ミ
ン
ス
キ
ー
（
一
九
二
七―

二
〇
一
六
）
は
、

「
あ
と
一
世
代
も
す
れ
ば
『
人
工
知
能
』
を
つ
く
る
と
い
う
課
題
は
実
質
的
に
解
決
す
る
だ
ろ
う
」
と
ま
で
豪
語
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
十
五
年
後
に
は
同
じ
彼
が
、
「
人
工

知
能
は
い
ま
ま
で
科
学
が
直
面
し
た
最
大
の
難
問
だ
」
と
、
現
状
が
「
解
決
」
か
ら
程
遠
い
こ
と
を
認
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。 

人
間
の
知
能
を
構
成
す
る
諸
規
則
を
余
す
こ
と
な
く
列
挙
す
る
こ
と
で
、
ま
る
で
人
間
の
よ
う
に
知
的
な
機
械
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
よ
う
と
し
た
当
初
の
人
工
知
能
研
究
は
、
現
在

で
は
「
古
き
よ
き
人
工
知
能
（
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
： 

G
o
o
d
 
Ol
d
 F
as
h
i
on
e
d
 
A
rt
i
fi
c
ia
l
 I
n
te
ll
i
g
en
c
e

）」
と
呼
ば
れ
る
。
八
〇
年
代
に
突
入
す
る
頃
に
は
、
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
ｂ

袋

Ⅱ 
(

注
１) 

(

注
２) 
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小
路
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
規
則
を
列
挙
す
る
や
り
方
で
は
、
機
械
は
あ
ら
か
じ
め
想
定
さ
れ
た
規
則
の

枠
フ
レ
ー
ム

に
縛
ら
れ
、
そ
の
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
固

定
さ
れ
た
文
脈
の
な
か
で
、
与
え
ら
れ
た
問
題
を
解
く
以
上
の
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。 

七
二
年
に
発
表
し
た
著
書
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
何
が
で
き
な
い
か
』
（What Computers Can't Do: The Limits of Artificial Intelligence

）
で
、
哲
学
史
を

繙
ひ
も
と

き
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
規
則
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
Ｂ

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
の
限
界
を
特
定
し
た
の
は
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
で
あ
る
。
明
示
さ
れ
た
規
則
に
従
う
だ
け
で

は
、
自
律
的
な
知
性
は
生
ま
れ
な
い
。
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
形
式
的
な
規
則
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め
措 そ

定 て
い

す
る
の
と
は
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
人
間
の
知
能
を
語
る
試
み

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
と
き
鍵
と
な
る
の
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
「
状
況
」
に
参
加
で
き
る
「
身
体
」
で
は
な
い
か
。
目
的
と
意
図
を
持
っ
た
、
身
体
的
な
行
為
こ
そ
が
知
能
の
基

盤
に
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
重
く
見
る
べ
き
だ
と
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
説
い
た
。 

身
体
を
持
つ
機
械
を
作
る―

―

こ
れ
が
人
工
知
能
を
実
現
す
る
確
実
な
手
段
だ
と
い
う
考
え
は
、
生
前
の
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
当
時
の
技
術
で
は
ま
だ
「
実

行
不
可
能
」
と
考
え
、
ま
ず
は
最
低
限
の
身
体
で
可
能
な
課
題
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
し
た
。「
脳
だ
け
の
」
機
械
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の

だ
。 と

こ
ろ
が
、
八
〇
年
代
ま
で
に
は
、「
脳
だ
け
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
明
ら
か
に
行
き
詰
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
一
旦
捨
て
る
こ
と
に
し
た
「
身
体
」
を
再
び
舞

台
に
乗
せ
て
、
膠 こ

う

着
ち
ゃ
く

状
態
を
切
り
抜
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。
突
破
口
を
開
い
た
先
駆
者
の
一
人
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
若
き
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
者
、
ロ
ド
ニ
ー
・

ブ
ル
ッ
ク
ス
（
一
九
五
四―

）
で
あ
る
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
で
生
ま
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
で
、
数
学
の
博
士
課
程
を
中
退
し
た
後
、
機
械
オ
タ
ク
だ
っ
た
少

年
時
代
の
夢
を
追
い
か
け
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
助
手
と
し
て
科
学
者
ハ
ン
ス
・
モ
ラ
ベ
ッ
ク
（
一
九
四
八―

）
の
も
と
に
た
ど
り
着
い
た
。
い
ま
で
こ
そ
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
「
ル

ン
バ
」
の
生
み
の
親
と
し
て
知
ら
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
の
分
野
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
ブ
ル
ッ
ク
ス
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
無
名
の
若
者
に
す
ぎ
な
い
。 

一
方
の
モ
ラ
ベ
ッ
ク
は
、
す
で
に
一
風
変
わ
っ
た
研
究
者
と
し
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
独
自
の
地
位
を
築
き
は
じ
め
て
い
た
。
彼
は
当
時
、
研
究
室
の
屋
根
を
支
え
る
垂
木
の
上

に
小
さ
な
寝
室
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
寝
起
き
し
な
が
ら
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
。
頭
の
な
か
に
は
い
つ
も
壮
大
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
渦
巻
い
て
い
た
。
実
世
界
を
自
由
に
動
き
回
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
も
、
彼
の
思
い
描
く
夢
の
一
つ
だ
っ
た
。 

と
は
い
え
、
夢
の
華
や
か
さ
に
比
べ
て
、
現
実
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
は
地
味
だ
っ
た
。
彼
が
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
「
カ
ー
ト
（C

a
r
t

）」
と
呼
ば
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
で
、
障
害
物
を
避 よ

け
な
が
ら
、
部
屋
の
隅
か
ら
隅
ま
で
移
動
す
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
の
目
標
と
し
て
い
た
。 

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
映
像
を
カ
メ
ラ
か
ら
読
み
込
ん
で
は
部
屋
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
運
動
計
画
を
立
て
た
後
、
や
っ
と
動
き
出
す
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
。
十
五
分
ほ
ど
計
算
し
て
は
一
メ
ー
ト
ル
進
み
、
さ
ら
に
計
算
し
て
は
ま
た
動
く
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
し
て
い
る
中
央
の
計
算
機
が
、
同
僚
の
研
究
で
使
わ
れ
て
い
る
と
き

は
、
十
五
分
の
計
算
が
数
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
誰
か
が
研
究
室
を
横
切
り
、
障
害
物
の
配
置
が
変
わ
れ
ば
、
計
算
は
一
か
ら
や
り
直
し
で
あ
る
。 



 

- 9 - 

 

Ｃ
物
を
避
け
な
が
ら
部
屋
を
横
切
る
だ
け
で
何
時
間
も
か
か
る
機
械
。
そ
れ
が
、
当
時
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
実
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
を
見
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
何
か
を
根
本
的

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
た
。 

い
く
つ
か
の
研
究
室
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
修
行
を
重
ね
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
、
一
九
八
四
年
に
つ
い
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
自
分
の
研
究
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

制
御
す
る
た
め
の
新
し
い
設
計
に
つ
い
て
、
原
理
的
な
考
察
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
問
題
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
た
め
に
は
、
外
界
の
モ
デ
ル
を
あ
ら
か
じ
め
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
科
学
者
の
思
い
込
み
に
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。 

外
界
の
情
報
を
知
覚
し
て
内
部
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
計
画
を
立
て
て
か
ら
動
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
ま
り
に
も
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
一
連
の
長
々
し
い
過
程
を
、

二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
圧
縮
し
て
は
ど
う
か
。
す
な
わ
ち
、
複
雑
な
認
知
過
程
の
全
体
を
、「
知
覚
」
と
「
行
為
」
の
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
間
に
挟
ま
る

す
べ
て
を
丸
ご
と
抜
き
取
る
大
胆
不
敵
な
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
自
身
の
言
葉
で
い
え
ば
、「
こ
れ
ま
で
人
工
知
能
の
『
知
能
』
と
思
わ
れ
て
き
た
も
の
を
、
す
べ
て
省
く
」

こ
と
に
し
た
の
だ
。 

 

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
何
か
を
知
覚
し
た
瞬
間
、
た
だ
ち
に
行
為
す
べ
き
だ
と
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
考
え
て
い
た
。
表
象
し
た
り
考
え
た
り
す
る
過
程
は
、
速
や
か
な
行
為
の
た
め
に
は
障
害

で
あ
る
。
問
題
は
、「
表
象
な
き
知
性
」
と
い
う
こ
の
大
胆
な
着
想
を
、
い
か
に
し
て
実
装
す
る
か
だ
っ
た
。 

 

彼
は
、
次
の
よ
う
な
機
構
を
考
え
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
行
動
の
た
め
の
制
御
系
を
、
下
層
か
ら
上
層
へ
と
、
互
い
を
ｃ

包
摂
（s

u
b
su
m
e

）
す
る
層
状
に
組
み
立
て
て
い
く
の
だ
。 

 

最
初
に
作
っ
た
Ｄ

ロ
ボ
ッ
ト
「A

l
l
en

ア

レ

ン

」
の
制
御
系
は
、
全
部
で
三
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
最
下
層
は
、
物
体
と
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
単
純
な
運
動
制
御
を
担
う
。
物
体

に
触
れ
た
り
、
セ
ン
サ
が
近
く
で
物
を
検
知
し
た
り
す
る
と
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
の
動
き
が
こ
こ
で
生
成
さ
れ
る
。
い
ち
い
ち
外
界
の
モ
デ
ル
を
作
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ

の
計
算
は
瞬
時
に
終
わ
る
。
中
間
層
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
た
だ
あ
て
も
な
く
逍
遥
さ
せ
る
。
中
間
層
が
動
い
て
い
る
間
も
、
下
層
の
制
御
系
は
動
き
続
け
る
の
で
、
中
間
層
は
物
体
と

の
衝
突
に
つ
い
て
い
ち
い
ち
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。
最
上
層
は
、
目
標
と
な
る
行
き
先
を
探
し
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
進
む
動
作
の
指
令
を
出
す
。
目
当
て
が
特
に
な
い
と
き
は
、

中
間
層
の
指
示
に
従
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
辺
り
を
彷
徨

さ

ま

よ

う
。
上
層
が
新
た
な
行
き
先
を
見
つ
け
る
と
、
動
作
が
切
り
替
わ
り
、
上
層
か
ら
の
指
令
が
動
き
を
支
配
す
る
。
そ
の
間
、
引

き
続
き
下
層
の
制
御
系
も
動
き
続
け
る
た
め
、
上
層
は
、
物
体
と
の
衝
突
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。 

 

こ
う
し
て
、
一
つ
の
中
枢
で
身
体
全
体
を
統
御
す
る
代
わ
り
に
、
何
層
も
の
制
御
系
が
互
い
を
包
摂
し
な
が
ら
並
行
し
て
動
き
続
け
る
こ
と
で
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
外

界
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
な
い
ま
ま
、
速
や
か
に
実
世
界
を
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
こ
れ
を
「
包
摂
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（s

u
b
s
um
p
ti
o
n
 
a
rc
h
it
e
ct
ur
e

）」
と
名
づ
け
た
。 

 
 

着
想
の
源
は
昆
虫
で
あ
る
。
昆
虫
は
ど
う
見
て
も
、
当
時
の
ど
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
巧
み
に
動
い
て
い
た
。
神
経
細
胞
の
数
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
昆
虫
の
計
算
能
力
は
、
当
時
の

計
算
機
と
大
差
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
、
昆
虫
に
で
き
る
こ
と
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
で
き
な
い
の
か
。
こ
の
問
い
を
掘
り
下
げ
て
い
く
な
か
で
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
は

「 
 
 
 

Ｘ 
 
 

」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
た
ど
り
着
い
た
の
だ
。 

 

実
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
た
め
の
セ
ン
サ
と
、
動
作
を
速
や
か
に
遂
行
す
る
た
め
の
モ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
外
界
の
こ
と
を
い
ち
い
ち
記
述
す
る
必
要
は
な
い
。
外
界

(

注
３) 

(

注
４) 

し
ょ
う
よ
う 
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の
三
次
元
モ
デ
ル
を
詳
細
に
構
築
し
な
く
て
も
、
世
界
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は
、
世
界
そ
の
も
の
が
保
持
し
て
い
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
あ
と
は
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
だ
け
の
情
報

を
、
そ
の
都
度
世
界
か
ら
引
き
出
せ
ば
い
い
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
巧
み
な
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
世
界
自
身
が
、
世
界
の
一
番
よ
い
モ
デ
ル
（t

h
e
 w
o
rl
d
 i
s
 its

 o
w
n b

es
t
 mo

d
el

）」

な
の
で
あ
る
。 

 
 

ブ
ル
ッ
ク
ス
は
か
く
し
て
、
生
命
ら
し
い
知
能
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
身
体
」
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
知
能
は
環
境
や
文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
も
の

で
は
な
く
、
「
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
（s

i
t
u
a
t
e
d

）
」
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
看
破
し
た
。
そ
う
し
て
彼
は
、
既
存
の
人
工
知
能
研
究
の
流
れ
に
、
「
身
体
性

（e
m
b
o
d
im
e
nt

）」
と
「
状
況
性
（s

i
t
u
at
e
dn
e
ss

）」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
洞
察
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

「
認
知
と
は
計
算
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
か
ら
出
発
し
た
人
工
知
能
と
認
知
科
学
の
探
究
だ
が
、
よ
り
人
間
ら
し
い
知
能
に
迫
っ
て
い
こ
う
と
す
る
試
行
錯
誤
の
な
か
で
、
様
々

な
新
し
い
研
究
手
法
が
編
み
出
さ
れ
て
き
た
。 

計
算
機
そ
れ
自
体
を
心
の
モ
デ
ル
と
み
な
す
当
初
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
し
ば
し
ば
「
認
知
主
義
（c

o
g
ni
t
iv
i
sm

）」
と
呼
ば
れ
る
。
認
知
科
学
の
誕
生
以
後
、
七
〇
年
代
ま
で
は
認

知
主
義
が
主
導
す
る
時
代
が
続
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
、「
Ｅ

コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
」
が
脚
光
を
浴
び
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
脳
を
模
倣
し
た
人
工
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
迫
っ
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。 

 

認
知
主
義
の
も
と
で
は
、
人
間
の
知
能
の
う
ち
、
主
と
し
て
抽
象
的
な
問
題
解
決
の
能
力
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
パ
ズ
ル
の
解
決
や
情
報
の
検
索
、
あ
る
い
は
論
理

的
な
推
論
な
ど
は
、「
記
号
操
作
と
し
て
の
心
」
と
い
う
発
想
と
相
性
が
い
い
。
こ
の
と
き
、
問
題
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
知
能
を
実
現
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
は
副
次
的
な
役
割
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。 

 

コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
、
固
定
さ
れ
た
記
号
の
代
わ
り
に
、
人
工
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
部
状
態
を
表
象
と
み
な
す
。
認
知
主
義
が
も
と
も
と
、
計
算
や
論
理
的
推
論

な
ど
、
比
較
的
高
度
な
認
知
能
力
を
範
型
と
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
、
パ
タ
ー
ン
認
識
や
行
動
の
生
成
な
ど
、
人
間
だ
け
で
は
な
い
多
く
の
動
物
に
も

共
通
に
見
ら
れ
る
、
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
課
題
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
認
知
主
義
で
は
記
号
処
理
の
過
程
が
環
境
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
で
は
、
外
部
と
の
相
互
作
用
に
開
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
入
力
は
設
計
者
が
一
方
的
に
決
定
す
る
か
ら
、「
外
部
」
は
、
あ
く
ま
で
あ
ら
か
じ
め
固
定
さ
れ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
現
実
世
界
に
働
き
か
け
て
環
境
と
相
互
作
用
で
き

る
身
体
を
持
た
な
い
点
で
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
主
体
も
ま
た
、
認
知
主
義
の
場
合
と
同
じ
く
、
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
宙
に
浮
い
た
ま
ま
だ
。 

 

認
知
主
体
は
、
自
分
と
独
立
の
外
界
を
、
記
号
、
も
し
く
は
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
部
状
態
等
を
使
っ
て
表
象
し
て
い
る―

―

認
知
主
体
の
内
面
と
外
界
を
画
然
と
分

か
つ
こ
う
し
た
Ｆ

デ
カ
ル
ト
的
な
二
元
論
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、「
身
体
性
」
や
「
状
況
性
」
を
重
視
す
る
立
場
だ
。
こ
こ
で
は
、
心
を
閉
じ
た
記
号
処
理
系
と
し
て

で
も
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
で
も
な
く
、
時
間
と
と
も
に
変
容
し
て
い
く
身
体
的
な
行
為
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
見
る
。 

 

ブ
ル
ッ
ク
ス
が
指
摘
し
た
通
り
、
全
身
の
感
覚
器
官
を
用
い
て
い
つ
で
も
現
実
世
界
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
主
体
に
と
っ
て
、
外
界
の
忠
実
な
モ
デ
ル
を
内
面
に
構
築
す
る
必
要
は
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な
い
。
世
界
の
こ
と
は
、
世
界
そ
れ
自
身
が
正
確
に
覚
え
て
い
て
く
れ
る
の
だ
。
と
す
れ
ば
、
認
知
主
体
の
仕
事
は
、
外
界
の
精
密
な
表
象
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
環
境
と
絶
え
ず
相
互
作
用
し
な
が
ら
、
さ
し
あ
た
り
の
知
覚
デ
ー
タ
を
手
が
か
り
に
、
的
確
な
行
為
を
迅
速
に
生
成
し
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
あ
る
。
生
命
に
と
っ
て
、
世
界
を

描
写
、
、
す
る
こ
と
以
上
に
大
切
な
の
は
、
世
界
に
参
加
、
、
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

あ
ら
か
じ
め
固
定
さ
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
埋
め
込
ま
れ
た
身
体
を
用
い
て
、
変
動
し
続
け
る
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
、
し
な
や
か
に
、
予
測

不
可
能
な
世
界
に
在、
り、
続、
け
る
、
、
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
人
間
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
切
実
な
仕
事
だ
と
い
う
洞
察
が
こ
こ
に
芽
生
え
る
。
数
学
の
問
題
を

解
く
こ
と
よ
り
、
チ
ェ
ス
で
人
を
打
ち
負
か
す
こ
と
よ
り
、
猫
の
画
像
を
認
識
す
る
こ
と
よ
り
大
切
な
生
物
の
任
務
は
、
何
よ
り
も
そ
の
、
、
場、
に
い
る

、
、
、
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

チ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
計
算
に
お
い
て
身
体
や
環
境
が
果
た
す
役
割
を
一
旦
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
な
計
算
を
理
論
的
に
抽
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
人
工
知

能
研
究
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
徐
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
生
物
の
知
性
が
、
身
体
や
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
か
に
こ

れ
と
雑 ま

ざ
り
合
っ
て
い
る
か
だ
。
純
粋
、
、
な、
計
算
、
、
の
概
念
か
ら
出
発
し
た
認
知
科
学
の
探
究
は
こ
う
し
て
、
猥
雑
で
雑
音
に
ま
み
れ
た
「
生
命
」
に
再
び
鉢
合
わ
せ
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
森
田
真
生
『
計
算
す
る
生
命
』
よ
り
） 

＊
出
題
の
都
合
上
、
原
文
の
一
部
分
を
改
変
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

１ 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン …

…

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
哲
学
者
（
一
八
八
九―

一
九
五
一
） 

２ 

チ
ュ
ー
リ
ン
グ…

…

イ
ギ
リ
ス
の
数
学
者
（
一
九
一
二―
一
九
五
四
） 

３ 

Ｍ
Ｉ
Ｔ…

…

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
本
部
を
置
く
私
立
工
科
大
学
。 

 
 

 

４ 

逍
遥…

…

気
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち
を
歩
き
回
る
こ
と
。 
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問
一 

傍
線
部
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は
ａ―

 
 

 

、
ｂ―

 
 

 

、
ｃ―

 
 

 

。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ａ 
詭
弁 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

① 
お
お
げ
さ
な
こ
と
ば 

 
 

 

② 

で
た
ら
め
な
や
り
取
り 

 
 

 

③ 

く
だ
ら
な
い
お
し
ゃ
べ
り 

 
 

 

④ 

も
っ
と
も
ら
し
い
こ
じ
つ
け 

 
 

 

⑤ 

そ
の
気
に
さ
せ
る
言
い
回
し 

 

ｂ 

袋
小
路
に
入
る 

 
 

① 

目
標
が
見
え
な
く
な
る 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

② 

物
事
が
進
展
し
な
く
な
る 

 
 

 

③ 

状
況
が
以
前
よ
り
悪
く
な
る 

 
 

 

④ 

話
の
道
筋
が
た
ど
れ
な
く
な
る 

 
 
 
  
 

⑤ 

混
乱
し
て
秩
序
が
な
く
な
る 

  
 

ｃ 

包
摂 

 
 

 

① 

あ
る
も
の
を
完
全
に
含
ん
で
、
網
羅
す
る
こ
と 

 
 

 

② 

あ
る
事
柄
を
、
よ
り
大
き
な
範
囲
の
中
に
包
み
込
む
こ
と 

 
 

 

③ 

広
い
心
を
も
っ
て
、
相
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と 

 
 
 

④ 

違
い
の
あ
る
も
の
同
士
が
、
個
々
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と 

 
 

 

⑤ 

取
り
入
れ
て
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と 

 

 

22 

21 

23 



 

- 13 - 

 

問
二 

傍
線
部
Ａ
「
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
と
は
異
な
る
見
解
」
を
持
っ
て
い
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、「
計
算
を
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を 

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

。 

 
① 

 

目
的
と
意
図
を
持
っ
て
、
明
示
さ
れ
た
規
則
に
合
致
す
る
よ
う
に
記
号
を
操
作
す
る
こ
と 

② 
 

自
動
的
な
因
果
関
係
の
連
鎖
を
否
定
し
、
明
示
さ
れ
た
規
則
に
み
ず
か
ら
服
従
す
る
こ
と 

③ 
 

明
示
さ
れ
た
規
則
の
正
し
さ
に
つ
い
て
問
い
直
す
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
解
を
導
く
こ
と 

④ 
 

正
し
い
結
果
と
間
違
っ
た
結
果
の
区
別
を
行
う
た
め
に
、
明
示
さ
れ
た
規
則
に
従
う
こ
と 

⑤ 
 

明
示
さ
れ
た
規
則
で
は
な
く
規
範
的
な
因
果
の
連
鎖
に
従
っ
て
、
記
号
操
作
を
行
う
こ
と 

 

問
三 

傍
線
部
Ｂ
「
Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
の
限
界
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

。 

 

① 
 

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
脳
を
模
倣
し
た
機
械
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
知
能
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

② 
 

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
最
低
限
の
身
体
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
実
世
界
を
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

③ 
 

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
「
脳
だ
け
」
を
備
え
た
機
械
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
明
示
さ
れ
た
規
則
に
従
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。 

④ 
 

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
自
律
的
な
知
性
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
想
定
さ
れ
た
規
則
を
列
挙
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。 

⑤ 
 

Ｇ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｉ
は
一
九
七
〇
年
代
の
機
械
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
時
の
技
術
で
は
「
身
体
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

  

25 

24 
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問
四 

傍
線
部
Ｃ
「
物
を
避
け
な
が
ら
部
屋
を
横
切
る
だ
け
で
何
時
間
も
か
か
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
も
の
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

。 

 
① 
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
御
し
て
い
た
計
算
機
の
性
能
が
当
時
は
あ
ま
り
高
く
な
く
、
昆
虫
の
計
算
能
力
と
大
差
が
な
か
っ
た
か
ら
。 

② 
部
屋
の
中
を
速
や
か
に
移
動
す
る
こ
と
よ
り
も
、
障
害
物
を
確
実
に
避
け
る
こ
と
が
さ
し
あ
た
り
の
目
標
と
さ
れ
た
か
ら
。 

③ 

カ
メ
ラ
で
映
像
を
読
み
込
ん
で
か
ら
現
実
に
動
き
出
す
ま
で
の
認
知
の
過
程
が
長
く
、
そ
の
計
算
が
複
雑
で
あ
っ
た
か
ら
。 

④ 

障
害
物
の
配
置
が
変
わ
る
た
び
に
、
当
初
立
て
た
運
動
計
画
に
基
づ
い
て
計
算
を
一
か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。 

⑤ 

十
五
分
か
ら
数
時
間
に
及
ぶ
計
算
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
部
屋
全
体
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
徐
々
に
構
築
し
て
い
っ
た
か
ら
。 

 

問
五 

傍
線
部
Ｄ
「
ロ
ボ
ッ
ト
「A

l
l
e
n

」
の
制
御
系
」
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

。 

 

① 

最
下
層
の
制
御
系
の
働
き
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
周
囲
の
物
体
に
触
れ
る
こ
と
な
く
移
動
で
き
る
。 

② 

中
間
層
の
制
御
系
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
逍
遥
さ
せ
る
の
は
、
物
体
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。 

③ 

ロ
ボ
ッ
ト
の
行
き
先
を
探
す
た
め
に
、
最
上
層
の
制
御
系
が
外
界
の
モ
デ
ル
を
精
密
に
構
築
す
る
。 

④ 

ロ
ボ
ッ
ト
が
辺
り
を
彷
徨
っ
て
い
る
と
き
に
も
、
三
層
の
制
御
系
が
並
行
し
て
動
き
続
け
て
い
る
。 

⑤ 

三
層
の
制
御
系
の
う
ち
、
最
上
層
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
身
体
全
体
を
統
御
し
、
動
き
を
支
配
し
て
い
る
。 

 

問
六 

空
欄 

 
 
 
 

Ｘ   
 

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

。 

  
 

① 

規
則
に
逆
ら
う 

 
 

② 

計
算
を
止
め
る 

 
 

③ 

情
報
を
変
え
る 

 
 

④ 

世
界
に
服
す
る 

 
 

⑤ 

表
象
を
捨
て
る 

27 

28 

26 
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問
七 

傍
線
部
Ｅ
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

。 

 

① 

外
部
の
環
境
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
記
号
操
作
を
重
視
し
た
認
知
主
義
と
は
異
な
り
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
時
間
と
と
も
に
変
容
し
て
い
く
外
部
と
の
相
互
作
用
を
重
視
し
た
。 

 

② 
人
工
知
能
を
実
現
す
る
た
め
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
重
視
し
た
認
知
主
義
と
は
異
な
り
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
人
工
知
能
を
取
り
巻
く
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
環
境
を
重
視
し
た
。 

 

③ 

計
算
や
論
理
的
推
論
な
ど
の
認
知
能
力
を
重
視
し
た
認
知
主
義
と
は
異
な
り
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
パ
ズ
ル
の
解
決
や
情
報
の
検
索
な
ど
の
問
題
解
決
能
力
を
重
視
し
た
。 

 

④ 

人
間
の
知
能
の
う
ち
記
号
処
理
を
重
視
し
た
認
知
主
義
と
は
異
な
り
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
よ
り
人
間
ら
し
い
知
能
を
求
め
て
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
。 

 

⑤ 

高
度
な
知
能
を
重
視
し
た
認
知
主
義
と
は
異
な
り
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
人
間
よ
り
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
動
物
た
ち
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
認
識
を
重
視
し
た
。 

 

問
八 

傍
線
部
Ｆ
「
デ
カ
ル
ト
的
な
二
元
論
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
」
立
場
に
お
い
て
、
認
知
主
体
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 
 

。 

  
 

① 

み
ず
か
ら
現
実
世
界
に
働
き
か
け
て
環
境
と
絶
え
ず
相
互
作
用
を
行
い
、
的
確
か
つ
迅
速
に
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

② 

知
覚
デ
ー
タ
を
手
が
か
り
に
し
て
予
測
不
可
能
な
世
界
を
記
述
し
、
変
動
し
続
け
る
状
況
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

③ 

身
体
を
用
い
て
世
界
か
ら
詳
細
な
デ
ー
タ
を
引
き
出
し
、
自
分
と
独
立
の
外
界
を
客
観
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

④ 

全
身
の
感
覚
器
官
を
用
い
て
現
実
世
界
に
ア
ク
セ
ス
し
、
外
界
の
忠
実
な
モ
デ
ル
を
内
面
に
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

⑤ 

身
体
や
環
境
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
学
の
問
題
を
解
い
た
り
、
猫
の
画
像
を
認
識
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

29 

 

30 



2026 年度 国語基礎問題 解答 

 

大問 小問 細分 正解 配点 大問 小問 細分 正解 配点 

Ⅰ 

問一 

１ ⑤ 2点 

Ⅰ 問四 

16 ③ 3点 

２ ④ 2点 17 ④ 3点 

３ ⑤ 2点 18 ⑥ 3点 

４ ④ 2点 19 ⑦ 3点 

５ ⑤ 2点 20 ⑨ 3点 

問二 

６ ④ 2点 

Ⅱ 

問一 

21 ④ 3点 

7 ⑤ 2点 22 ② 3点 

8 ② 2点 23 ② 3点 

9 ③ 2点 問二 24 ① 6点 

10 ② 2点 問三 25 ③ 6点 

問三 

11 ② 3点 問四 26 ③ 6点 

12 ⑤  3点 問五 27 ④ 6点 

13 ① 3点 問六 28 ⑤ 5点 

14 ④ 3点 問七 29 ④ 6点 

15 ⑤ 3点 問八 30 ① 6点 


